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季節の風景診療案内　　
月曜日～金曜日　午前：９時～１２時　午後：４時～６時　
土曜日　　　　　午前：９時～１２時　午後：休診
休診日：日曜・祝日・年末年始(12月31日～1月3日)・お盆(8月15日)

担当医　　　
月曜日　午前：青山　　午後：宮里           木曜日　午前：大村　午後：宮里
火曜日　午前：宮里　　午後：大村　　　　 　金曜日　午前：宮里　
水曜日　午前：大村　　午後：細川・森本             午後：石橋(脳神経内科)　 
　　　　　　　　　　　　　  (腎臓内科)　   土曜日　午前：内科(交代制)
　　　　　　　　　　　　　　　 

春はもうすぐ 

「
修
二
会
」

広島県病院学会で発表を行いました。感染対策勉強会を開催しました。

2月10日に呉市医師会感染管理認定看護師の
森光 毅氏を講師に迎えワクチンについての
勉強会を行いました。
ワクチンは個人と社会を守る2つの役割があ
り接種することにより感染症の発症、あるい
は重症化を予防できるということ、そしてよ
り多くの人が予防接種を受けることで流行を
防ぎ、それによりワクチンを接種できない人
を守ることにも繋がるということを学びまし
た。
まず、身近なワクチンではインフルエンザの
予防接種があります。
インフルエンザは接種後2週間～1ヶ月程度で
効果が現れ5ヶ月程度効果は持続すること、
高齢者ではワクチン接種によりインフルエン
ザの発症リスクを40％減少、死亡リスクを80
％減少させる効果があるということも学びま
した。
当院では高齢の方が多くおられますので、勉
強会で学んだことを理解し発信していくこと
で、より徹底した感染予防に繋げていきたい
と思います。 新館看護部　梶山　美和
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取
り
が

終
わ
ら
ね
ば
春
は
来
ぬ
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ

の
行
事
が
終
わ
る
と
い

よ
い
よ
春
の
訪
れ
を
感

じ
さ
せ
る
気
候
と
な
り
ま
す
。

2月16日に開催された第45回広島県病院学会に
おいて、「紙カルテをサポートする病院ICTシ
ステムの可能性」と題して、当院の安田看護
副師長が発表を行いました。
今回は当院で独自に開発を行い業務に使用し
ているICTシステムについて発表しました。
ICTとは日本語で情報通信技術と訳されます。
つまり、人同士のコミュニケーションが関わ
るコンピュータの使い方やコミュニケーショ
ンの活用法を指します。
病院ICTシステムは専門業者による製品化もな
されていますが、価格面で導入する事が困難
な場合も多く、当院では専門知識を有する職
員により自社開発を進め利用しています。
将来的には電子カルテ等統合を含めた総合シ
ステムとして稼働することを目標として開発
を行っています。
また、ICTシステムの利用により、業務の簡素
化、地域医療機関との情報共有、遠隔で行う
診療、介護環境の整備など、入院患者様及び
外来患者様に対してより質の高い医療を提供
できるよう、また地域医療に貢献できるシス
テムを構築していきたいと考えております。


